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Daily administration of Sake Lees (Sake Kasu) reduced psychophysical stress-induced hyperalgesia 
and Fos responses in the lumbar spinal dorsal horn evoked by noxious stimulation to the hindpaw in 
the rats. Biosci Biotechnol Biochem. 84(1):159-170 (2020)
ROCK inhibitors enhance bone healing by promoting osteoclastic and osteoblastic differentiation. 
Biochem Biophys Res Commun. 526(3):547-552 (2020)

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・機能性食品に興味があり、農産物の健康機能
性を活かした加工・製造ができる食品企業
・機能性農産物の生産に興味のある生産者

様々な農産物や食品素材について、食品科学、
食品機能学的解析を行い、科学的エビデンスに
基づいた機能性食品の開発が可能です。農業と
食品産業の融合と発展をめざします。
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農産物を利用した高齢者QOL向上機能性食品の開発
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新潟県では様々な農産物が全国的に高い水準で
生産されていますが、若者の農業離れや高齢化に
よって農村地域の衰退は深刻化しており、持続可
能な農業の実現に向けた対策が喫緊の課題です。
また、新潟県の高齢化率は33.4％（令和3年）で
全国平均より4.3ポイント高く、健康寿命の延伸
と医療費削減に対する課題もあります。高齢者の
生活の質（QOL）は、骨折による寝たきりやひと
り暮らしによるうつ病によって劇的に低下するこ
とが知られています。これらの慢性的な疾患への
対応は、食生活の工夫により日常生活に根ざした
方法で行うことが望ましいと考えます。
これらの課題を解決するために、新潟県産農産

物の健康機能性を明らかにし、特に高齢者の骨粗
鬆症予防と精神的うつ予防効果に焦点を当てた、
高齢者のためのQOL向上機能性食品の開発を目的
として研究を遂行しています。
新潟県の代表的農産物として、ナス、枝豆、柿、

食用菊が挙げられます。これらに含まれる有効成
分の系統的な分析を行い、高齢者が日常的、且つ、
効率的に摂取できる食品への加工法を検討し、高
齢者のためのQOL向上機能性食品を開発すること
ができれば、県内の食農産業と農村地域の活性化、
高齢者医療費の削減に繋がります。

高齢者の健康寿命の延伸、
農村地域の活性化が必要！
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